
年間授業計画　

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

10

〇〇

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

A　みんなで歌おう
【知識及び技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて
理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために必
要な、楽曲にふさわしい発声、言葉（歌詞)の発
音などの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や声の音色を理解して、どのように歌唱表
現するかについて表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
曲にふさわしい発声に興味をもち、主体的・協
働的に歌唱の活動に取り組もうとしている。

B　器楽（ギター）
【知識及び技能】
・曲想とギターの基本的な奏法との関わりにつ
いて理解している。
・楽曲にふさわしい奏法などの技能を身につけ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
音色を感じ取りながら、どのように演奏するか
について表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
ギターの独奏やアンサンブルの演奏をすること
に興味をもち、主体的・協働的に器楽の活動に
取り組もうとしている。

〇

C　ヨーロッパの歌（イタリア）
【知識及び技能】
イタリア語の発音の特徴をとらえて、リ
ズム・旋律・ハーモニーの関わりを理解
し、歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や言葉（歌詞）と楽曲の美しさとの
関わりについて考え、どのように歌唱表
現するかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
イタリアの古典歌曲に関心をもち、楽曲
の雰囲気をもって、主体的・協働的に歌
唱の活動に取り組む。

・イタリア語の発音の特徴を理解す
る。
・楽曲にあるリズム・旋律・ハーモ
ニーの関わりを理解する。
・歌詞の内容、曲想を理解し、楽曲
に合わせた表現をして歌う。

「カーロ・ミオ・ベン」 〇 5〇 〇 〇

C　ヨーロッパの歌（イタリア）
【知識及び技能】
・言葉の特性と曲種に応じた発声と関わりにつ
いて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために必
要な、楽曲にふさわしい発声、言葉の特徴をと
らえた発音などの技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や言葉（歌詞）と楽曲の美しさとの関わり
について考え、どのように歌唱表現するかにつ
いて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】　　　　イタリ
アの古典歌曲に関心をもち、楽曲の雰囲気を
もって、主体的・協働的に歌唱の活動に取り組
む。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B　器楽（ギター）
【知識及び技能】
ギターに興味をもち、音階の学習から、
自ら弾いて表現を工夫する。
【思考力、判断力、表現力等】
音色を感じ取りながら、どのように演奏
するかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
ギターの独奏やアンサンブルの演奏をす
ることに興味をもち、主体的・協働的に
器楽の活動に取り組む。

・楽典の初歩として音階を学習す
る。
・単旋律教材に親しみをもち、ギ
ターを弾くことに興味をもつ。

「喜びの歌」
「エーデルワイス」

芸術 音楽Ⅰ 2

5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり
及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫
を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け
るようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫すること
や、音楽を評価しながら、よさや美しさを自ら味わっ
て聴くことができるようにする。

ON!　１

○

態

配
当
時
数

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や
社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

〇 〇
１
学
期

A みんなで歌おう
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞との関わりにつ
いて理解を深め、歌唱に対する意識をも
ち、発声の基本や視唱（読譜）の力を育
みながら、楽曲にふさわしい発声、楽曲
に合った歌唱法の工夫をする。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や声の音色を理解して、どのように
歌唱表現するかについて表現意図をも
つ。
【学びに向かう力、人間性等】
曲にふさわしい発声に興味をもち、主体
的・協働的に歌唱の活動に取り組む。

・呼吸や口の形など、発声の基本を
学習する。
・歌うことや声を重ねることの楽し
さを感じる。
・楽譜を見て歌う力（視唱・読譜）
を養う。

「校歌」
「翼をください」
「花は咲く」



○ ○ 10

○ ○ 8

E　器楽（ギター）
【知識及び技能】
・曲想とギターの基本的な奏法との関わりにつ
いて理解している。
・楽曲にふさわしい奏法などの技能を身につけ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
コードの響きを感じ取りながら、どのように演
奏するかについて表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
ギターのアンサンブルの演奏をすることに興味
をもち、主体的・協働的に器楽の活動に取り組
もうとしている。

12〇 〇

10

〇 〇 〇 10

〇○

D　ヨーロッパの歌（ドイツ）
【知識及び技能】
・言葉の特性と曲種に応じた発声と関わりにつ
いて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために必
要な、言葉の特徴をとらえ、楽曲に応じた発声
などの技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉（歌詞）のリズムと旋律の関連を知覚し、
それらの働きを感受しながら、どのように歌唱
表現するかについて表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
ドイツ歌曲に関心をもち、それぞれの楽曲の雰
囲気をもって、主体的・協働的に歌唱の活動に
取り組もうとしている。

F　ミュージカル
【知識及び技能】
・それぞれの作品の楽曲（ナンバー）の特徴や
作品の時代背景（文化）、舞台作品としての表
現方法を理解している。
・それぞれの作品の楽曲（ナンバー）につい
て、ふさわしい発声を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
リズムと旋律の関係を知覚して、それらの働き
を感受し、音楽の美しさや特徴をとらえて、ど
のように歌唱表現するかについて表現意図を
もっている。
【学びに向かう力、人間性等】
物語や登場人物、それぞれの楽曲ナンバーに関
心をもち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞の活動
に取り組もうとしている。

H　器楽・創作
【知識及び技能】
　鍵盤楽器（ピアノ・キーボード）に興味をも
ち、音階や和音（コード）の学習から、和音進
行（コード進行）から旋律をつくる活動、音階
から旋律をつくる活動に進み、自ら鍵盤楽器で
弾いて、表現の工夫をしている。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、旋律、和音の関係を知覚し、そ
れらの働きを感受し、特徴をとらえて、どのよ
うに音楽を作り出し、自ら表現するかについて
表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
鍵盤楽器の演奏や、独奏やアンサンブルの演奏
をすることに興味をもち、主体的・協働的に創
作活動や器楽の活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇〇

H　器楽・創作
【知識及び技能】
　鍵盤楽器（ピアノ・キーボード）に興
味をもち、音階や和音（コード）の学習
から、和音進行（コード進行）から旋律
をつくる活動、音階から旋律をつくる活
動に進み、自ら鍵盤楽器で弾いて、表現
の工夫をする。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、旋律、和音の関係を知覚
し、それらの働きを感受し、特徴をとら
えて、どのように音楽を作り出し、自ら
表現するかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
鍵盤楽器の演奏や、独奏やアンサンブル
の演奏をすることに興味をもち、主体
的・協働的に創作活動や器楽の活動に取
り組む。

・楽典の初歩として音階と和音
（キーボードコード表）を鍵盤楽器
を併用して学習する。
・鍵盤楽器に慣れたのち、コード
表から簡単な和音（コード）を弾け
るようにする。
・アンサンブルで鍵盤楽器での合奏
を楽しむ。

「ぐるぐるピアノ」
「ディズニー・ア・ラ・カルト」
「ラ・クンパルシータ」

〇 〇 〇

２
学
期

D　ヨーロッパの歌（ドイツ）
【知識及び技能】
ドイツ語の発音の特徴（子音、ウムラウ
トなど）、言葉のリズムと旋律との関わ
りを理解し、表現の工夫をして歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉（歌詞）のリズムと旋律の関連を知
覚し、それらの働きを感受しながら、ど
のように歌唱表現するかについて表現意
図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
ドイツ歌曲に関心をもち、それぞれの楽
曲の雰囲気をもって、主体的・協働的に
歌唱の活動に取り組む。

・ドイツ語の発音の特徴を理解す
る。
・ドイツ語の言葉（歌詞）のリズム
と旋律の関わりを理解する。
・歌詞の内容、曲想を理解し、楽曲
に合わせた表現をして歌う。

「野ばら」シューベルト
「野ばら」ヴェルナー

〇 〇

〇

F　ミュージカル
【知識及び技能】
舞台作品としてのミュージカル（映画）
の物語の内容、それぞれのナンバーを歌
う登場人物の心情、曲想と歌詞との関わ
りを理解して、表現の工夫をして歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
リズムと旋律の関係を知覚して、それら
の働きを感受し、音楽の美しさや特徴を
とらえて、どのように歌唱表現するかに
ついて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
物語や登場人物、それぞれの楽曲ナン
バーに関心をもち、主体的・協働的に歌
唱や鑑賞の活動に取り組む。

・それぞれの作品を鑑賞し、物語の
内容、登場人物の心情を理解する。
・リズムと旋律の関わりを理解し、
互いに歌い、曲想や歌詞の内容を理
解し、楽曲に合わせた表現をして歌
う。

『サウンド・オブ・ミュージック』
『レ・ミゼラブル』

E　器楽（ギター）
【知識及び技能】
ギターに興味をもち、和音（コード、ダ
イヤグラム）の学習から、自ら弾いて表
現を工夫する。
【思考力、判断力、表現力等】
音色を感じ取りながら、どのように演奏
するかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
ギターの独奏やアンサンブルの演奏をす
ることに興味をもち、主体的・協働的に
器楽の活動に取り組む。

・楽典の初歩として簡単なコード、
ダイヤグラムを学習する。
・器楽アンサンブルに親しみをも
ち、ギターを弾くことに興味をも
つ。
・コード表から（ダイヤグラムを使
用せずに）簡単な和音（コード）を
弾けるようにする。

「前前前世」

合
計
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３
学
期

G　世界の心・合唱
【知識及び技能】
・音楽を文化の一部としてとらえ、菜
様々な文化との相互関係を地理的・社会
的背景を通して理解し、歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、テクスチュアを知覚し、
それらの働きを感受しながら、音楽表現
の共通性や固有性について考え、音楽の
よさや美しさを自ら味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な音楽に興味をもち、主体的・協働
的に鑑賞と歌唱の活動に取り組む。

・音楽と関る様々な文化を知覚する
とともに、その相互関係の中で音楽
が成り立っていることを理解し、音
楽的視野を広げる。

「アニー・ローリー」
「フィンランディア」

G　世界の心・合唱
【知識及び技能】
・音楽を文化の一部としてとらえ、菜様々な文
化との相互関係を地理的・社会的背景を通して
理解している。
・楽曲にふさわしい発声、言葉（歌詞)の発音な
どの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、テクスチュアを知覚し、それら
の働きを感受しながら、音楽表現の共通性や固
有性について考え、音楽のよさや美しさを自ら
味わって聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な音楽に興味をもち、主体的・協働的に鑑
賞と歌唱の活動に取り組もうとしている。


